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このたび歴史資料展示室として、市役所内に整備を進めてきた「れきしる長岡京」の展示什器の設

置が完了しました。つきましては、メディアの皆様に向け、ひと足先に施設見学会を開催いたし

ますので、ぜひご取材いただきたくご案内申し上げます。 

※なお、枯らし（空気質安定化）期間中のため、文化財の現物は配置しておりません。 

 

■概要 

▶日  時： 令和８年 6月 22日（月） 午後 1時 00分～（約１時間） 

▶場  所： 長岡京市役所 本庁舎２階 れきしる長岡京 （長岡京市開田１丁目１番１号） 

▶主な内容： 

・施設内空間、展示什器及びデジタルコンテンツ等の見学 （詳細は別紙ご参照ください） 

 ※学芸員による解説あり  

 

■長岡京市まちなかミュージアム 「れきしる長岡京」とは 

令和 8 年 12月の市役所グランドオープンに合わせ、市役所内に歴史資料等を展示する施設

としてオープンします。 

市内の出土遺物の常設展示をはじめ、地形模型へのプロジェクションマッピングや３Dデ

ータを活用したハンズオン展示も配置しています。また、企画展示の施設も有しており、年に

数回企画展を実施していく予定です。 

そのほかまちの紹介のプロローグ映像や「めぐるカード」を通して、実際にまちに繰り出したく

なる“仕掛け”も準備しています。 

 

■OPEN特別企画展  「仏像に、籠（こ）める～像内納入文書の世界～」 

全貌は初公開！ 重要文化財「乙訓寺木造十一面観音立像 結縁交名」 

令和 5年の像内文書の発見をきっかけに一日造立物であることが評価され、国の重要文化財

として指定された乙訓寺「木造十一面観音立像」。像内文書は 3 年間の修理期間を経て、本施設

のOPEN特別企画として、令和８年１２月１９日から全貌を初公開。（※仏像本体は乙訓寺で公開

予定） 

 

◎本件に関するお問い合わせ先・取材のお申込み 

（ご取材いただけます場合は、前日までにご連絡ください。） 

長岡京市教育委員会 文化財保存活用課  担当：辰巳 

電話：075-954-3557   FAX：075-954-8500 

メール：bunkazai@city.nagaokakyo.lg.jp 

このまま街へ繰り出したくなる！「れきしる長岡京」施設見学会のご案内 

広報資料 広報発信課 広報戦略担当（田邉） 

〒617-8501長岡京市開田一丁目 1-1 

Tel.075-955-9660 Fax.075-955-9703 
kouhou@city.nagaokakyo.lg.jp 



長岡京市まちなかミュージアムれきしる 長岡京
全体コンセプト



長岡京市まちなかミュージアムれきしる 長岡京
常設展示ゾーン

長岡京市の歴史文化を【食べる】【装う】【祈る】の３つのテーマにわけた常設展示。

展示手法も、文化財の一部だけを見せるなど、ありのままを感じる「直感・観察（inspiration）」

と、文化財情報により説明・補完する「情報（information）」の２面性を併せ持った展示形態とし、

ハンズオン展示も完備予定。その他にも、まちの紹介のプロローグ映像やめぐるカードなど

市の歴史文化を「テーマ展示」で楽しむ空間（70.71㎡）

平日はもちろんのこと、土日祝日も楽しんでいただける空間



常設展示ゾーン

デジタル技術 を活用し、市の文化財の魅力を再発見（31.09㎡）

平日はもちろんのこと、土日祝日も楽しんでいただける空間

①地形模型へのプロジェクションマッピングの展示

②手のひら３Dアーカイブス

③年表タッチウォール

市の歴史文化の特徴「７つのものがたり」を約２ｍの地形模型に映像投影

乙訓寺木造十一面観音立像や光明寺御本廟など普段見ることができない文化財を３Dとして再現

壁面に配置されたイラストをタッチすると反応するインタラクティブな仕掛け

長岡京市まちなかミュージアムれきしる 長岡京



「仏に、籠 める。 」～像内納入文書の世界～

企画展示ゾーン

本物の文化財の魅力を体感する

春や秋などに開催する企画展示。12/19～OPEN特別展スタート

展示室ＯＰＥＮ 特別企画展

前期：令和8年12月19日～令和９年１月１７日

後期：令和９年 1月２３日～令和９年3月22日

二 

部 

制

市内に点在している文化財（古文書や仏像な
ど）の現物の魅力を体感できる施設として整
備している。
保存・活用の両面をサポートできる什器や照
明を採用し、展示環境にも配慮している

※開館時間は文化財保護の観点から制約あり

■前期の見どころ：全貌は初公開となる重文 乙訓寺像内納入文書の展示

■後期の見どころ：市内最古の像内文書、全国で２番目に古い御成敗式目の展示

（34.56㎡）

こ

長岡京市まちなかミュージアムれきしる 長岡京
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